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論 文 内 容 の 要 旨
本研究の目的は, 近年, 脳神経外科領域に於いて発達 ･普及して来た脳血管撮影法を, 眼科領域へ導入
し, 眼科臨床の上での有効性と限界を追究する事である｡ 脳神経12対の内, 6対が分布している眼は, 神
経学の大きな焦点であり, これの神経学, 即ち神経眼科学は古くより眼科の確固たる一部門であった｡ 然
しながら, 現在の段階に於ける神経眼科学は, ただ検眼鏡的所見と臨床神経学的所見とを拠り所としてい
るに過ぎない｡ 脳血管撮影の近年の進歩 ･普及により, 脳血管障害, 脳腫癌等の臨床が飛躍的前進をとげ
つつある現今, 本法を神経眼科領域へ応用し, 早期より疾患の性質を鑑別し, 治療方針の早期決定に資す
る事は, 極めて有意義である｡
対象としては, 200例の症例に約300回の脳血管撮影を実施し, これを3 つの疾患群に大別して, その結
果を検討した｡
1. 脳血管障害の編に於ては, 特に内頚動脈癌と頚動脈一海綿洞慶の症例が多かったo 床上究起上内頚
動脈癌の眼所見としては, 突発する高度の動眼神経麻痔に, 散瞳を必発的に伴なうのが特徴的である｡ 頚
動脈一海綿洞慶は従来より持動性眼球突出症として認識されていたが, 動静脈問短絡路の発達の個人差の
大きい本疾患に於いては, 眼球の突出 ･持動等がなくても, 海綿洞内病変を疑わせる所見があれば, 進ん
で脳血管撮影を行なって, 診断を確定すべき事を, 症例を以って強調した｡
脳血管障害による視野欠損- 例えば同名半盲等- の診断 ･原因探究に於いては, 本法の価値は極め
て限定され, 症例の大部分に, 直接, 視野欠損の原因を説明し得るに足る血管の異常所見を見出さなかっ
た｡ かかる場合では, 血管撮影で描出されない様な細小血管の病変によるためと考えられる0
2. 脳塵癌の編｡ 周知の如く, 夢血乳頭の有無は, 脳底癌の診断に大きな意義を有しているo 然しなが
ら, 鮮血乳頭の初期は, 視束炎で視機能の比較的良好なものや, Pseudoneuritis と鑑別困難な場合が少
なからずあり, 特に偶 ,々 種々の神経学的症状が共存する場合には, 決定が益々困難となって来る｡ この
鑑別のため, マリオット盲点の早期拡大や, 網膜血管圧の測定等がとりあげられて来たが, 脳血管撮影法
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は積極的に頭蓋内の Space-Occupying lesion の香無を検索して, 視束乳頭所見の解釈に資する所が大き
い事を, 症例を以って示し, かかる鑑別法の有効性を強調したO
又, 炎性視束萎縮や, Foster K ennedy 症候群の症例に於いても, 本法により, 早期から塵癌の有無を
検索し, 産湯は脳外科的処置により, 視束炎或いは視交叉部蜘網膜炎は薬物療法, 或いは視交叉部蜘網膜
の癒着の除去等を行なう事により, 初期より治療方針を確定し, 早期治療へ導き得る事を示した｡
3. 視交叉部鷹揚の編に於いては, 脳血管像の態度を検討する事により, 早期より塵癌を鑑 別 し得 る
事, 特に他の諸検査成績や眼症状に先行して, 脳血管撮影法が真先に唯一の診断的所見を呈示する場合が
ある事, 或いは術後経過追究の上に於いても, 更に又, 蜘網膜炎を伴なって球後視束炎様の病像を呈する
複雑な症例に於いても, 本法の診断的価値が大きい事を, 多数の症例を以って示した｡
尚, 下垂体腫癌例にみられた主な血管写所見は, A lの挙上, T aschenbildung,C l, C 2 の側方偏位, 内
頚動脈サイフオン部の O pening out であり, 18例中, 夫 ,々 14, 14, 8, 7例にみられた｡
以上より明らかな如く, 本研究は, 神経眼科領域に脳血管撮影法を導入する事によって, この領域に新
たな診断的手段の有効な事を示し, 神経眼科学の前進に, 一つの有益な方向を提示した事にその意義があ
る｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本研究の目的は, 脳血管撮影法を眼科領域- 導入し, 眼科臨床のうえでの有意義性と限界を追究するに
ある｡ 対象として200例の症例に約300回の脳血管撮影を実施し, これを3 つの疾患群に大別し, その結果
を検討した｡ 脳血管障害部門においては, 内頚動脈癌と頚動脈一海綿洞疫の症例が多く, これらの眼所見
と血管写所見について論及し, また, 脳血管障害による視野欠損- たとえば同名半盲など- の諺断, 原因
探索における本法の有意義性についてのべた｡ 脳腔癌部門においては初期のうっ血乳頭か否か, 判定困難
な場合に, 本法により頭蓋内の Space-occupying lesion の有無を検索して, 重要なてがかりとなしうる
ことを強調した｡ 視交叉部産湯部門においては, 脳血管像の態度を検討することにより, 早期より塵虜の
有無を鑑別し, 治療指針の早期決定に資することができることをのべた｡ かくして, 本研究は, 神経眼科
領域- 脳血管撮影法を導入することによって, この領域に新たな診断手段の有意義であることを示し, 神
経痕科学の前進に, 一つの有益な方向を提示した｡
本論文は学術上有益にして医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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